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平成 20 年度 岩手県農業研究センター試験研究成果書 
区分 指導 題名 平成２０年産 麦・大豆の生育経過の概要と特徴 

［要約］平成20年産小麦の10aあたり収量は199kg/10a、一等比率は86.1%と概ね良好であ
った。これは越冬後から全般に気象が良好に経過したこと、特に収穫期間の降雨が少な
かったことが大きく影響した。またゆきちからの作付拡大と、生育状況や品種特性に応
じた後期追肥の適切な実施が収穫量の増大と品質評価の向上に寄与した。  
大豆に関しては湿害回避技術導入面積が大幅に伸びた。登熟前半で長雨・低温等があ

ったものの、平年並みの生育量を確保し、成熟も早まった。全般に大きな諸障害の発生
もなく、10aあたり収量は131kg/10a、一等比率は46.5%と前年を上回った。 

キーワード 小麦 大豆 作柄 

○技術部 作物研究室 
 県北農業研究所 作物研究室
 環境部 病理昆虫研究室 

1 背景とねらい 
県内おける麦・大豆の生育・作柄等に関する調査・情報を取りまとめ、その概要

や特徴を整理し今後の技術対応の資とするため取りまとめるものである。 

2 成果の内容 
（１）小麦 
ア 生育経過 ９月の大雨により播種が遅れた地域も見られたが、小麦の生育
量は概ね越冬前には平年並みを確保した。根雪期間は平年並みだったが積雪
が少なく諸障害はほとんどなかった。越冬後は平年に比べ大幅に気温の高い
状況が続き、生育ステージが早まった。 

イ 収量・作柄 小麦の平均収量は 199kg と、6 年ぶりに 200kg/10a に迫る水
準となった。この要因として、①収穫期の天候に恵まれ、品質を確保しなが
ら収穫が行われたこと、②ナンブコムギで縞萎縮病が発生したが、昨年に比
べ追肥が積極的に行われ減収を抑えたこと、③収量性の高いゆきちからの作
付面積が大幅に増加したこと（256ha→523ha）、などが挙げられる。 

ウ 品質 ランク区分は 19 年産より基準が変更されたものの、パン・中華麺用
途では、ゆきちからの作付拡大により大幅に上位ランク・数量とも増大した。 

（２）大豆 
ア 作付動向・生育経過 県南部を中心にリュウホウの作付けが急増した。播
種時期は平年並みだったが、播種後の降雨が少なく出芽の揃いがやや劣っ
た。開花は平年よりやや早まった。８月中下旬の長雨により登熟がやや停滞
したものの、登熟後半は日照・気温とも平年を上回り、成熟が早まった。地
下部の生育は平年より劣るものの、全般に地上部の生育量は平年並み～やや
上回った。20 年産については湿害回避技術の普及面積が前年の約３倍となる
1200ha を超え、全作付面積の約 1/4 を占めた。このため大豆の 10a あたり収
量は 131kg/10a・平均収量対比は 110 と前年を大きく上回った。一等比率も 46.5%
と前年を上回った（2 月 17 現在）。 

3 成果活用上の留意事項 
全県での活用を対象としているが、気象および生育経過等は作況試験を実

施している北上・軽米の調査結果を基に作成している。よって一部地域や特
定の品種では適合しない場合がある。 

4 成果の活用方法等 
(1)適用地帯又は対象者等 
県下全域の麦・大豆技術指導者、関係機関 

(2)期待する活用効果 
現地指導における資料作成の資として活用 

5 当該事項に係る試験研究課題 
（890）畑作物の生育相及び気象反応の解明［H14～H22、県単研究］ 

6 研究担当者 
 小綿寿志、伊藤信二、大清水保見 
7 参考資料・文献 
 麦類・大豆作況試験報告、病害虫防除実績検討会資料、農作物統計他 
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8 試験成績の概要（具体的なデータ） 

平成20年産　麦・大豆生育経過概要図

平成19年 平成20年
10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月

小麦播種
県中南部では９
月の冠水害によ
り一部播種が遅
れる。

成熟・刈取
登熟が早まり成熟
は数日～6日程度早
まる。収穫は雨が
少なく概ね順調。

作付面積(農作物統計)
3420ha(前年比+40ha)

品種別作付面積(推定)
ナンブコムギ　2719ha(-566ha)
ゆきちから     523ha(+267ha)
ネバリゴシ     111ha(  +1ha)

21年産

小麦播種
水稲の成熟が
やや遅れ,一
部播種が遅れ
たものの概ね
順調に推移。
初期生育も良
好。

作柄・品質
●10a当たり収量
199kg(過去5カ年との
対比116)
●一等比率　86.1%
（前年87.3%)

【品種別】
ナンブコムギ 83.6%
ゆきちから   90.9%
ネバリゴシ   98.2%

出穂・開花
出穂は平年に比べ
１週間程度早ま
る。登熟期は日射
が多いものの降水
量が少なかった。

成熟・刈取
成熟は3～7日
程度早まる。
刈取は期間中
の降雨少なく
順調に推移。

品質・障害粒
一部品種・地域で臍周辺
の着色、しわ粒が発生。

越冬状況
根雪期間は平年並
み程度だが積雪量
が少なく越冬は良
好。

大豆播種
平年並み。
少雨で出芽
ムラ散見。

作付面積(農作物統計)
4790ha(前年比+320ha)

品種別作付面積(19年産)
ナンブシロメ  1,960ha(43.8%)
スズカリ        788ha(17.6%)
黒千石 　       516ha(11.5%)
リュウホウ　    255ha( 5.7%)
その他　　　    952ha(21.3%)

品種別種子購入実績(20年産)
ナンブシロメ　31,110kg(38.1%)
スズカリ      27,980kg(34.3%)
リュウホウ 　 19,610kg(24.0%)
青丸くん　　   1,170kg( 1.4%)
その他　　　　 1,630kg( 2.0%)
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平年降水量　　20年降水量

播種期 越冬期 出穂・開花茎立 成熟・収穫融雪 登熟節間伸長～
減数分裂期

出芽～分げつ

播種
莢伸長・肥大～登熟
～黄変～落葉

出芽～
初期生育

成熟・収穫開花

根雪期間
農研北上：76日（平年比±０）
農研軽米：78日（平年比＋３）

梅雨入り
6/23(+11)

梅雨明け
8/5(+9)

開花期
概ね平年
並～やや
早い。

初期生育
11月下旬に降雪が
あったものの乾物
重大きく生育は良
好。

融雪後の生育
3～4月の気温が高く、
生育が早まる。県北の
一部で低温による不稔
あり。草丈・乾物など
も平年を上回る。

初期生育
降水量少
なく湿害
少。

登熟
初期は低温多雨で
緩慢、後半回復。
地上部乾物重は
並、地下部少。

湿害回避技術の普及
（単位　ha)

早期落葉　県南部で一部発生。

農業共済被害率

（災害収入方式)
面積被害率
20年産：12.2%
(19年産：28.1%）

金額被害率
20年産：3.9%
(19年産：7.7%）

主な災害名：
湿潤害、萎縮病類
等

小麦品質評価区分一覧

（米麦改良協会）

気象経過
(アメダス北上）

小麦

大豆

高温・降水量少
晴天多・
降水量少

高温・日照多

一時低温

低温

19年産 20年産 19年産 20年産

AA 0 1 3 7

A 4 3 5 1

1 1 1 0

7 5 2 1

3 3 0 0

ロット 15 13 11 9

数量 3980.4t 4266.3t 1333.1t 2625.7t
注：ランクが上になるほど（A＞D)、用途別の品質評価
値のクリア数が多く品質がよい。

日本めん用 パン・中華麺用

計

　　　　用途

ランク

D

C

B

A
以上

真夏日(北上)
10日(平年16.8日)

10aあたり収量・一等比率
19年産：99kg/10a(34.6%)

20年産：131kg/10a*(46.5%**)
*　収量は3/3、**　等級は2/17現在

雪腐病 縞萎縮病・萎縮病 赤さび病 うどんこ病 赤カビ病
発生時期 － 並 並 － 並
発生量 少 やや少 やや少 少 少
発生面積(ha) 704 1,345 1,327 0 199

主要病
害の発
生状況
→

紫斑病 べと病 マメシンクイガ カメムシ類 ウコンノメイガ

発生時期 － －
発生量 並 やや多 やや少 並 少
発生面積(ha) 1,749 2,138 2,138 3,304 3,579

主要病害
の発生状
況
→

19年 20年

小畦立
播種

363 865
有芯部
分耕

32 70
耕耘同
時畝立

50 290

計 444 1,225


